
　熊本市は、これまでの整備や維持管理、放置自転車の撤
去、返還、駐輪指導員の配置、利用マナーの啓発など、年間
約2億円の費用をかけて様々な自転車対策を実施してき
ました。しかし、平成22年10月の調査では、市内全域で約
2,700台の自転車が放置されています。特に中心部では
約1,800台と、3年前とほぼ変わらない台数があり、緊急
車両や歩行者の通行を妨げ、熊本のまちの雰囲気を悪化
させているため、放置自転車を解消する必要があります。

知っていますか？
放置自転車のこと
知っていますか？
放置自転車のこと

　自転車は、身近で手軽な乗り物として、多くの市民の方が日
常生活に欠くことのできない交通手段として利用しています。
また、環境にやさしい乗り物として、自転車利用者は増加の傾
向にあります。
　しかし、中心商店街や駅の周辺など様々な場所に放置自転
車があふれ、特に中心部には、駐輪場の不足により多くの自
転車が道路上に放置されています。

6月1日から中心市街地の駐輪場が有料になります6月1日から中心市街地の駐輪場が有料になります
5月21日から中心市街地が自転車放置禁止区域となります5月21日から中心市街地が自転車放置禁止区域となります
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　人事異動で広報課に配属になって約1か月。今でもハラハ
ラドキドキ、そしてわくわくの毎日です。最初の仕事は、政令

指定都市カウントダウン。たくさんの市民の皆さんと政令指定都市誕生の瞬
間を迎えることができ、とても感動しました。その感動を忘れず、新しい職場
の仲間と一緒に、政令指定都市になった本市の情報を市民の皆さんにわか
りやすくお伝えしたいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　  （ I）

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター

0120-887-778
富合町・城南町にお住まいの方は
南区役所、城南総合出張所へ。

　天正19年8月、清正は京都で秀吉に謁見し、来年3月に唐※へ攻

め入ることを正式に伝えられ、それとともに国内の前線基地とな

る名護屋城の築城など唐入りに備えるよう命じられます。直後の

8月13日に清正は、熊本でも唐入りの準備を整えるため国元の家

臣へ書状を送っています。それには家臣や奉公人の増員、軍事物

資の調達・確保、舟の手配など36項目におよぶ細かな指示が書か

れていますが、この書状の冒頭で清正は「唐を征服後は20か所の

地域を秀吉様より与えられることになっている」と家臣に対して

大風呂敷を広げています。これは清正の領土欲というよりは、家

臣を鼓舞するための清正なりのリップサービスだったと思われ

ますが、唐入りに対する清正の意気込みが伝わります。一旦熊本

に戻った後、10月からは肥前・名護屋に滞在し、そこで黒田長政

や小西行長らとともに名護屋城の普請をおこなっています。

　さて、ここで朝鮮出兵へ至る過程を確認しておきましょう。秀

吉の目的はあくまで唐（明国）の征服でしたので、朝鮮に対しては

日本への服属と「仮途入明」（明国へ侵攻する日本軍に朝鮮の道を

貸すこと）を求めました。この交渉にあたったのが小西行長と対

馬の領主・宗氏です。結果的にこの交渉が決裂したため、まずは朝

鮮を武力で降伏させなければならなかったのです。

　京都に留まっていた秀吉は、天正20年3月13日に「陣立」（軍勢

の編成）を発表します。それによれば清正は、鍋島直茂、相良頼房

とともに第2軍に編成され、清正が率いる軍勢は10,000人と

なっています。鍋島が12,000人、相良が800人ですので、第2軍

は総勢22,800人です。第2軍は、行長率いる第1軍に続いて朝鮮

へ渡る手筈になっていました。

　3月末をもって対朝鮮交渉が打ち切られ、ついに4月12日、行長

ら第1軍が朝鮮へ渡海します。海上の天候不良のため第1軍に遅れ

ること5日、清正率いる第2軍が17日に待機地の対馬を発し、翌18

日に釜山浦に上陸します。上陸後、漢城（当時の都、現在のソウル）に

入るまでの間、史料で確認できる限り、清正は日本に対して4度戦

況を報告しています。その報告から清正の行動を追ってみましょう。

　まず清正は、上陸後10日

ほどで梁山と彦陽の城を立

て続けに攻め落とします。

そして4月20日に慶州の城、

22日に永川の城を攻め、こ

れらも難なく陥れます。慶

州では3～4,000人の朝鮮兵を討ち取ったと報告しています。清

正は「数日のうちに都へ入る報告ができるでしょう」「城攻めは全

く労力が要らず、ご安心ください」と余裕ぶりを見せ、まさに破竹

の勢いで進軍したことが分かります。

　4月28日に漢城から約100km離れた忠州に入り、行長ら第1軍

と合流します。そこで両軍は漢城へ向かう進軍ルートについて協

議し、第1軍は北進して漢城へ至るルートを、清正ら第2軍は西へ

進むルートを採り、翌29日に忠州を発します。「清正記」には、この

時の進軍ルートを巡って清正と行長が対立する場面が書かれて

います。先に漢城に入りたい清正が、漢城へ入るためには大きな河

を渡らなければならない西ルートを行長に強要したため、行長が

激怒し、先陣争いを巡って激しく口論を交わす有名な場面です。し

かし、清正と行長が先陣を競って対立したことをうかがわせる確

かな史料はなく、また、両者が漢城への一番乗りに固執している様

子もないため、後世に創作された可能性も考えられます。

　さて、第1軍は5月2日に東大門から漢城へ、翌日に第2軍が南大

門から漢城に入りますが、忠州陥落の報を受けていた朝鮮国王ら

はすでに漢城を脱出した後でした。このことを大いに悔やんだ清

正は、すぐに脱出したと思われる方角に配下の者を派遣して、一

行を捜索させています。一方、秀吉は5月16日に名護屋で漢城陥

落の報告を受け、思いのほか早く漢城入りしたことを満足に思う

旨を記した書状を清正に送っています。第1軍の釜山浦上陸から

漢城入りまでわずか3週間。秀吉もこれほど順調に、しかも早く都

を落とせるとは思っていなかったようです。
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このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

　天正19年（1591）に東北を平定して国内統一を果たした豊臣秀吉は、

かねてより表明していた「唐入り」を本格化させます。そして、翌年に日

本、朝鮮、明国の3国を巻き込んだ6年におよぶ朝鮮出兵が始まります。

※唐…日本における中国の呼称

熊本市コールセンター
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※市内の小・中学生、65歳以上の方、障がいのある
方は無料。

※午後5時半以降の入退門は、頬当御門からのみ。
※イベント内容は変更になる場合があります。

　詳しくは、ひごまるコール（☎096-334-1500）へ。

花と誠の会と川尻をどり＆肥後子供をどり
（中村花誠社中、ザ・わらべ、こわらべ）
天草ハイヤ（熊本県立苓明高校）
民謡（民謡竹峰流）
花と誠の会と阿蘇をどり（中村花誠社中）
花と誠の会と植木をどり（中村花誠社中、本條 秀美）
小倉祇園太鼓（小倉祇園太鼓保存振興会 金田第一町内会）
山鹿灯篭（熊本県立鹿本農業高校）
花と誠の会と初午をどり（中村 花誠ほか）

お城で江戸時代の食を体験
　熊本城の本丸御殿では、江戸時代の文献をもとに再
現した復刻料理「本丸御膳」を提供しています。ゴール
デンウイーク期間中は夜間の提供も行います。
日　時

定　員
費　用
申込み

【昼の部】毎日（12月29日～1月3日を除く）
午前11時半～午後2時
【夜の部】4月28日（土）・29日（祝）・5月3日（祝）～5日（祝）
午後5時半～、午後7時～
1日昼夜各50食（先着順）
3,000円　※別途入園料が必要です。
3日前までに電話で郷土料理青柳（☎096-325-0092）
（午前10時～午後5時）※2人から予約できます。

費　用 午後5時以降 高校生以上200円、
小・中学生100円

熊本城を夜間開園しています
期　間
時　間
費　用
※市内の小・中学生、65歳以上の方、障がいのある方は無料。着物で来園した方は無料。
※開園区域は午後6時以降は、頬当御門から天守閣・本丸御殿のみ開園。
※二の丸駐車場は午後8時15分まで利用できます（入庫は午後7時半まで）。

4月28日～5月6日
午前8時半～午後8時（入園は午後7時半まで。）
午後5時以降　高校生以上200円、小・中学生100円

ほお あて

　詳しくは、熊本城総合事務所（☎096-352-5900）へ。

＜5月の出演者＞

5月の毎週金曜・土曜日　午後6時～7時半
熊本城本丸御殿（梅・櫻之間）

日　時

場　所

京畿道
キョンギド

江原道
カンウォンド

忠清道
チュンチョンド

全羅道
チョルラド

慶尚道
キョンサンド

4/24
4/22

4/28、29

5/2
5/3

4/12 4/18

漢城（現ソウル）
ハンソン

竹山
チュクサン

忠州
チュンジュ

尚州
サンジュ

大邱
テ   グ

永川
4/20慶州

彦陽

梁山

釜山浦

第1軍（行長）

漢城入城までの
第1軍・第2軍の進軍経路

第2軍（清正）

プ   サン    ホ ハン  ソン

ムン
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わくわく江津湖フェスタ開催！
くらしの情報
教育・子育ての情報
イベント情報
受講生募集
施設の催し
区のページ（中央・東・西・南・北区）
連載「加藤清正の実像」

ホームページ http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/


